
蒲生秀行廟保存修理工事 現場見学会

令和
7年

● 会　場

● 注意事項 ●

● 日　時

● 申込期限

蒲生秀行廟

10月26日日日

令和
7年10月20日月まで

①11：00～11：20　②11：30～11：50
③13：00～13：20　④13：30～13：50
⑤14：00～14：20　※各回同じ内容です。

申込先／会津若松市教育委員会文化スポーツ課  ℡.0242-39-1305（平日8：30～17：15）

主催／宗教法人弘真院
協力／会津若松市教育委員会文化スポーツ課、
　　　福島県教育庁文化財課、有限会社ベル、有限会社木匠

（参加者全員の氏名、電話番号と参加希望回をお伝え下さい）

会津若松市館馬町１１
※境内に駐車スペースが有ります

※詳細は会津若松市のホームページでご覧下さい。 ➡

各回定員１０名程度・先着順

参加費

無料福島県指定重要文化財

　蒲生秀行廟は、会津若松の礎を築いた名君蒲生氏郷公の嫡男、蒲生
秀行公の御廟で、今から約４００年前に菩提寺である弘真院の境内に建
立されました。秀行公は１３歳の時に父の急死により家督を継ぎました
が、家中の不和を咎められ宇都宮に左遷されました。関ヶ原の戦いでの
功績により会津に復帰し町方の振興に努めるも、地震や旱魃の心労もあ
り３０歳で早逝しました。
　御廟には石造りの五輪塔があり、木造の鞘堂は、江戸初期の特色を
残しているとして、昭和６１年に福島県の重要文化財に指定されました。
平成３年には建物の解体修理工事が行われ、茅葺き屋根も葺き替られま
したが、３０年以上が経ち茅が傷み始めたため、耐久性の高い銅板葺き
で葺き替えることとなりました。
　工事は２ヵ年度に亘って実施され、今年度は既存の茅を撤去して新し
い屋根組みを完成させる予定です。
　今回の見学会は、屋根内部の木構造を見ることができる貴重な機会
ですので、皆様お誘い合わせの上お越し下さい。

①工事用足場に上がりますので、動きやすい服装・履物でお越しくだ
さい。
②見学時には、現場で用意するヘルメットの着用をお願いいたします。
③工事現場内での見学のため、安全上の理由により、見学をお断り
することがございます。
④荒天等により当日に中止する場合には、電話にてご連絡いたします。 ●
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またどーる様

会津信用
金庫様

福島トヨペット様

たてうま
クリニック様

福泉寺

常慶寺
館薬師堂
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